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575　　1・・1－BMIPPの糖尿病マウス心筋への分布

東　静香、大島統男、菊池善郎、神長達郎、白井辰夫、

横川徳造、占井　滋、安河内　浩（帝京大放）

　糖尿病患者では病期が進行するに従って糖尿病性心筋

症へと進展していくことが知られている。今回我々は、

糖尿病マウス（DM）の各臓器へのi291－BMIPPの分布

を測定し、脂肪酸代謝異常があるか否かを検討した。

　マウスは前日より絶食とし、　ロス1－B目IPPの370KBqを

対照13匹、DMll匹に投与し30分後に各臓器（心・肝・

腎等）を摘出し放射能を測定した。その結果、心筋では

対照が21．5±5．5XI．D．／g，　DMではll．3±3．4％1．D．／g

（Pく0．01），また肝臓では対照が17．2±3．7％1．D．／g，　DM

では12．3±2．6％1．D．／g（P〈0．01），といずれもDMマウス

は対照と比較して有意に取込みが低下した。

　これらの結果から糖尿病マウス心筋の脂肪酸代謝異常

が示唆された。

576　　　　肺高血圧ラットにおける『－BM　IPPおよびnl”の心筋

内集積の評価

野村新之、松村　要、村嶋秀市、竹田　寛、　（三重大放）

原発性続発性肺高血圧患者の右室不全の診断は治療方針の決定に

重要である裁々はロ午BM　IPおよび「o　lnを肺高血圧ラットに投与

し基礎的t賠寸を行った。5週齢ラットにモノクロタリン40㎎kg

を皮下投与し、肺高血圧ラット（PH）を作成し、生食投与群（C）と比

較した（n＝9）。これらに12午BM　IPPあるいはmlTtを静注し30分後

に心臓を摘出、集積率（％㎏do鍋を求めた。　i21－BM　PPの右室／

左室壁集積率比はPHで077±O．・OSとCの106±018に比して有意

の低値となったΦ＝001b又、中隔／左室壁集積率比もPHの082

±0σ7とCの098±Ql8に比して有意の低値となったΦ＝001）。一

方、「OITIの集積比は右室／左室壁、中隔／左室壁とも差はなかった。

本検討により、肺高血圧にともなう右室肥大ではmlTIの集積には

変化ないがロ午BM　IPPの集積が低下することが示された。

577　　　糖尿病患者の201TIおよび1231．BMIPP同ee、c，N筋

SPEcrによる検討

大島統男、菊池善郎、神長達郎、白井辰夫、横川徳造、東静

香、古井　滋、安河内浩（帝京大放）

　糖尿病患者で狭心症または心筋梗塞の既往のある症例につ
き201zおよび1231－BMIPP（BMIPP）同時sPEcrを施行し心筋

血流および脂肪酸代謝を検討した。安静201T1およびBMIPP

同時SPE（丁施行例は13例でありこのうち4例は201Tlにて正常

であったが1／4例はBMIPPで異常を示した。9例は201Tlにて

異常を示したが、6／9例はBMIPPで201Tlより集積減少が認め

られた。11例は201Tl運動負荷のdclayed像撮像時にBMIPPを

注射し同時sPEcrを施行した。2／11例は201TlおよびBMIPP

にて正常であった。残りの9／11例において201TlでfiXed　defect

or／and　reversible　defectを認めBMIPPでも201Tlの運動負荷にほ

ぼ匹敵する集積低下が得られた。

　以上により糖尿病患者の左室心筋のviabilityの検出に

BMIPPの有用性が示唆された。

578　　不安定狭心症における安静1－123BMIPP心
筋シンチと安定期に施行した運動T1・201心筋シンチと

の比較検討

鈴木晃夫、下方敬子、野田浩範、高田康夫、北野知基、

加藤林也、渡辺俊也（国立名古屋病院　循環器科）

　不安定狭心症における1－123BMIPP心筋シンチの臨床

的意義を明らかにする目的で、本検査と安定期に運動

Tl－201心筋シンチおよび冠動脈造影を施行しえた、26

名のシンチ像の比較検討を行った。欠損の判定には、視

覚診断による半定量法を用いた。病変冠動脈枝の診断感

度は全体で、各々62％と75％、特異度は84％と77％。

両シンチ像の欠損スコアには正相関があったが、運動シ

ンチの欠損スコアが有意に大であった。不安定狭心症に

おいてBMIPPシンチを病変の拡がりの診断に用いるこ

とには限界があると考えられた。

579　　透析患者の心合併症に対するBMIPP

心筋イメージング

豊田肇、町田3久雄、本田憲業、高橋卓、細野真、高

橋健夫、釜野剛、鹿島田明夫、清水裕次、長田久人、

岩瀬哲、小川桂、渡部渉、大道雅英、出井進也、落合

健史（埼1三医大総合医セ・放）、磯田和雄、笠原成彦

　（同・四内）

透析患者における心合併症の早期検出のために123－

1・BMIPPおよび201－Tl心筋SPECTを2核種同時収集

で施行し、両者を比較した。対象は44例。BMIPPで

は24例に集積低下・欠損部位を認め、73％でTlと一・

致していた。大半の症例ではT1での集積低ド部位のほ

うがBMIPPのそれより大きかったが一一部の症例では

逆のパターンを示していた。透析歴、血漿脂質異常、

rtlL清副甲状腺ホルモン値との相関を検討し報告する。
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